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ジャンヌ ･ダルク処刑裁判

文学的創造の源泉

長年にわたって,ジャンヌ ･ダルクを霊感源とする文学作品が数多く創作さ

れてきた.それらを考えるにあたって,ジャンヌ処刑裁判記録の刊行は見落と

すことのできない事件である.1840年代に,ジュール ･キシュラが裁判記録校

訂版を出版したことにより,少女は伝説の領域から歴史的現実の領域-と導き

出され,その文学的表象も変化した.とはいえ,1431年の裁判を枠組みとする

作品が,裁判記録の忠実な再現を目指すとは限らない.

アヌィ,ブレヒト,モールニエなど,20世紀の作家たちは,法廷で追いつめ

られ,｢声｣にも見捨てられたジャンヌが,異端放棄を甘受するという筋書きを

強調し,定着させた.しかし,裁判記録が伝える彼女の言葉からは,｢声｣に対

する不信を読み取ることはできない.当時,啓示を受ける少女の存在は珍しく

なく,ジャンヌの裁判では,彼女が啓示を受けたかどうかではなく,それが神

のものか,悪魔のものかが問われていた.つまり,ジャンヌの物語を特徴づけ

る ｢声｣の沈黙は,近代以降の世界観で行われた解釈ということになる.

｢声に見捨てられたジャンヌ｣の原型を,裁判記録に見出すことはできない.

その人物像が立ち現れるのは,例えば,ミシュレの『フランス史』第5巻 (1841)

においてである.ミシュレの著作が後の文学に与えた影響は大きいようで,ア

ヌイは 『ひばり』の創作にあたって,裁判の資料としては主に 『フランス史』

を参照したとされている.しかし,文学的ジャンヌ像の造形を解明するために,

ミシュレの著作以上に確実な手がかりとなるのは,ギリシア神話を起源とする

アンティゴネ-の人物像である.ジャンヌ･ダルクの ｢束の間の異端放棄｣は,

死を前にしたアンティゴネ-の ｢最後の迷い｣を下敷きにしている･と考えられ

る.裁判記録は,｢伝説の少女戦士｣に代わる,より現実味を帯びたジャンヌ像

を提示するが,同時に,この神話的女性像との比較を可能にした.そして,文

学における ｢ジャンヌ ･ダルク現象｣をさらに加速したのである.
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